
 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

(Sustainable Development Goals 持続可能な開発目標) 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年 6年生を対象とした英語教育支援が、今年度は 3・4年生にも拡大さ

れ、とても活気溢れる学習が展開されました。 

 

  

 

コロナ禍は、世界が一つにつながり、世界がとても近くにあることを私たちに 

気づかせてくれました。交流や行事が困難な中ででも、上小学校の英語教育支 

援事業も継続され、姉妹校交流もクリスマスカード送付や作品交換などで続け 

られました。Howdy 編集においても作業の役割分担を決め、会合時間を短縮し、工夫を重ね進め

られました。各部会が時流に合わせた方法を取りながら、次世代への橋渡しができるよう務め

ています。そして、今が大切な充電の機会であると感じております。    (担当 青木悦子) 

１ No Poverty(貧困をなくそう)２ Zero Hunger(飢餓をゼロに)３ Good Health and Well-Being 

(すべての人に健康と福祉を)４ Quality Education(質の高い教育をみんなに)５ Gender Equality 

(ジェンダー平等を実現しよう)６ Clean Water and Sanitation(安全な水とトイレを世界中に) 

７ Affordable and Clean Energy(エネルギーをみんなに そしてクリーンに)13 Climate Action 

(気候変動に具体的な対策を)14 Life Below Water(海の豊かさを守ろう)15 Life On Land(陸の 

豊かさを守ろう)16 Peace, Justice and Strong Institutions(平和と公正をすべての人に) 

SDGsの考え方から様々な車が登場、燃料電池車(FCV=Fuel Cell Vehicle)、電気自動車(EV=Electric 

Vehicle)、ハイブリッド車(HV=Hybrid Vehicle)などを街でよく見かけるようになりました。 

 パサデナ交流もこのような潮流を受け、より良い交流を持続したいものです。(担当 田中節子) 

 

最近よく見聞きする SDGs には 17 の大きな目標があります。 

17 項目の一部を英語と日本語で紹介します。 

  

 

 

 

本町小学校 5 年 2組（吉田菜々教諭）が総合学習の一環で 

パサデナ市テーグ小学校へ贈る作品作りに取り組んでいます。 

「日本の魅力を海外に伝えたい」との思いから、話し合いを 

重ねた結果、「コロナ禍でも一緒に頑張ろうという思いが伝わ 

る作品を贈ろう」に決定。活動時間が十分に確保できない中、 

くす玉や千羽鶴、和柄模様のマスク作りに励みました。 

「伝統ある折り紙で、日本の魅力を感じてほしい!」と嬉しそ 

うに話す児童。「すごい作品より、自分たちのメッセージを確 

実に届けたいという思いに寄り添う形になりました」と子どもたちの成長を喜ぶ吉田先生。 

 この活動を通して、子どもたちが何かを思い、感じ、さらに、互いの国々の子どもたちの考え 

の幅が広がり、国際理解を深める一助になることを期待しています。     （担当 大津道雄） 

 

先の見通しが難しい現状ですが、現時点では総会は 5月 9日(月)の予定です。 
 

 折りあげた千羽鶴 


